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○209株SY103株UT103株
先ほどのUT103株でスケールを大きくして重油を用いて培養してみま
した。菌を植える前では重油は液面およびフラスコの壁面にべったりと付
着しています。これに菌株を植え、撹拝して３曰培養した結果がこの右側
の写真です。ビーカーの壁面の重油が無くなり、液が先の写真と同様に黒
褐色に変化し、バクテリアの働きがよくお解りいただけると思います。バ
クテリアは重油の炭化水素を摂取分解して生育しますが、重油中の褐色固
体成分は分解しません．そのために固体成分が培養液中に懸濁状態になっ
－２８－
ているのです。これは流動パラフィンを炭素源として培養した結果です。
はじめ無色の流動パラフィンは液面に浮いていますが、バクテリアの生育
によって消費されてしまい、バクテリアにより淡黄色に濁った溶液になっ
ています。このようにこの菌株は高級炭化水素、重油を炭素源・エネルギ
ー源としてよく生育し、高い分解能を持つことを示しています。
次に重油の主成分は炭素数２０のｎ－エイコサンです。ｎ－エイコサン
は常温では固体です。液体培地にｎ－エイコサンを加え、細菌による分解
を直接観察することを試みました。これは細菌を植えない状態のｎ－エイ
コサンの表面の様子であり板状です。これにSY103株を植え、一晩振と
う培養後、ｎ－エイコサンのディスクを取り出し、走査電子顕微鏡で観察
しました。（図２０）表面に多数の穴があき、穴の壁には細菌の群が観察
されます。○209株でも同様に培養した結果、ｎ－エイコサン表面に溝状
図２０．重油分解細菌SY103株によるｎ－エイコサンの分解摂取．
－２９－
の構造がみられ、穴もみられます。他の菌株でも同様の結果を観察してい
ます。このように重油分解細菌は固体のエイコサンを摂取し、分解して生
育することが直接観察されました。このことは、抽塊に付着した細菌がそ
の油を摂取し分解して生育することを説明しています。この結果により、
初めにお見せしました３月と５月の重油塊の変化は細菌により油が分解さ
れ、砂粒の接着剤として働いていた油が無くなったために、容易にバラバ
ラに壊れてしまっていることを説明することが出来るのです。
今回分離しました細菌のうち最も油分解能力の高い菌株UT103を同定
するために、１６ｓリボソームＲＮＡの遺伝子の塩基配列をしらべて、既
知のバクテリアのデータと比較した結果、表２に示しましたように
Halomonas属のバクテリアに最も高い相同性が見つかりました。特に
HalomonasvariaMisとは９４．６％と言う高い価です。ところが、この
バクテリアを調べてみますと、性質が異なることから同一ではありませ
ん。
表２．重油分解細菌UT103株の１６ｓリボソーム遺伝子の相同性
(match％）
ｇ４ｅ
ｇＯ４
Ｂ９ｇ
Ｂｇ４
Ｂ８７
８７．５
８７．Ｇ
Ｂ３．４
ｓ3.4
Ｂ２Ｂ
Ｂ１･了
Ｈａﾉｏｍｏｎａｓｖａ'ｊａｂｊ"ｓ
Ｈａﾉomonashaﾉodu旧ｎｓ
Ｈａﾉomonassubgノヨcjescoノョ
Hﾖﾉomonascampusa"s
lhIaﾉomonasmerjd旧na
Ha'omonase'engata
F7avobacre〃ｕｍｈａﾉmoph〃
Marinobacreraquaeoﾉei
PseudomonasnauricMB
Pseudomonasoleovol日nｓ
訂rUJDⅡＪⅡ刀臣
－３０－
また、一番下に示した細菌は地中海で見つかった炭化水素分解細菌です。
しかし、遺伝子の相同性は低く同じものではありません。このような結果
から今回分離したこの菌株は新しい種類のバクテリアと考えられます。
これまでに微生物による炭化水素アルカンの分解酵素が調べられていま
す。これはアルカン水酸化酵素によるアルカンのアルコールヘの酸化で始
まります。還元酵素、ルブレドキシン、水酸化酵素の３つのタンパクに
よって構成されています。アルカンは水酸化反応によりアルコールに、さ
らに酸化され、アルデヒド長鎖脂肪酸に酸化され、通常のエネルギー代
謝系に取り入れられているのです。従ってアルカン水酸化酵素が長鎖炭化
水素を分解するための決め手となっているのです。
おわりに：
最後にこのような問題を出さして戴きます。これは何を意味するので
しょうか？Acetobacter,SaccharonIyces,Aspel可gillus，Rhodococcus
とあります。微生物の系統樹の形をしています。実はこれは次ような意味
をもっています。皆さんは現在の研究分野を選ばれた動機をそれぞれお持
ちのことと思います。この図は私の生化学特に微生物を主体とする酵素化
学を選んだ動機を説明するものです。これがその答えです。（図21）父
をはじめ兄弟３人ともそれぞれ微生物を扱う仕事に携わっていました。結
局父の影響を強く受け、兄弟３人はこのような結果になったのです。以上
で私の話は終わらせていただきます。
最後に若い方々に送る言葉として、これはよく耳にするものですが、次
の言葉を送ります。ラチマーさんはシーラカンスの発見者です。「何事に
も興味を持ち、広い視野にたって物事を判断する能力を持つことが、サイ
－３１－
エンティストとして必要なことです。」
これまでの私の研究生活をご指導戴いた先生方、苦楽を共にし同僚、
び学生の方々に深く感謝します。ご静聴ありがとう御座いました。
及
図２１．微生物の系統樹？？
raceが（酢酸菌）（父）
Sacchammycescarlsbelgensls
（ビール酵母）（兄）
Aspelgj"ｕｓｏｎ/zae
（こうじかび）（兄）
Acetobacteracerj
Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓｍｏｄｏｃｈｍｕｓ
(本人）
－３２－
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板垣英治個人史
現住所石川県金沢市‘
昭和９年９月１５曰兵庫県別府町で出生
「９月２１曰に第一室戸台風が関西地方に来襲、大きな被害でる」
昭和13年大阪府池田市満寿美町に移転
昭和14年池田市室町６丁目に移転
昭和14年池田市立呉羽幼稚園に入園
16年4月池田市立呉羽国民学校に入学
（太平洋戦争勃発１２/S）
17年（愛知県半田市更生町に移転）
17年11月半田市立半田第一国民学校に転校
１８年（長兄海軍予科練習生として出征）
19年12月７曰「東海道沖地震で半田地方も大きな被害を受ける。」
（次兄学徒動員で中島飛行機製作所半田工場で殉死）
20年（半田地方米軍機の爆撃、飛行機工場破壊される）
20年８月１５曰「終戦（勤労動員で肥料工場で半日作業）」
22年3月半田市立第一小学校卒業
22年4月半田市立半田中学校に第一回生として入学
（６．３．３制始まる）
２３年9月「愛知県教育委員会主催、名古屋タイムス後援
「植物・昆虫採集標本」展覧会で昆虫の部で特賞を受ける」
２３年半田中学校は旧商業学校跡に移転
24年ルッドパージで恩師が教職を追放される）
25年4月愛知県立半田高等学校普通科入学
（クラブ活動：生物部に入部。それ以後５回学校祭に参加）
２６年3月総合高校の商業科分離のために移転
28年3月愛知県立半田高等学校普通科卒業
28年4月名古屋大学理学部化学科入学
28年9月（１３号台風名古屋地方の襲来、被害でる）
30年4月同学部に進学
３１年6月同化学科生化学講座に配属
昭和16年4月
－４４－
名古屋大学理学部化学科卒業
名古屋大学理学部化学科研究生入学
学内での研究室移転
（国際酵素化学シンポジュウム
東京、京都で開催される）
名古屋大学理学部化学科研究生修了
名古屋大学大学院理学研究科化学専攻修士課程入学
（伊勢湾台風中部地方に襲来、大被害でる）
名古屋大学大学院理学研究科化学専攻修士課程修了
大阪大学大学院理学研究科生物化学専攻博士課程入学
大阪大学タンパク質研究所開所により移転
（第二室戸台風関西地方に襲来、大阪の被害大）
大阪大学大学院理学研究科生物化学専攻博士課程修了
「学位：理学博士（大阪大学）（昭和３８年３月）
大腸菌の電子伝達系における脂熔性キノンの役割」
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昭和38年4月 名古屋大学理学部助手に採用
分子生物学研究施設生物学部門
アメリカ合衆国イリノイ州立イリノイ大学在外研究員
化学工学、化学部生物化学科（Ｄｒ・L.P.Hager）
細菌の呼吸酵素研究のため
名古屋大学理学部助手退職
金沢大学薬学部助手（製薬学科薬品物理化学講座）
（新設講座のための設営工事を行う）
金沢大学理学部助教授（化学科生物化学講座）
金沢大学教養部非常勤講師化学担当
金沢大学教養部非常勤講師化学担当
英国サセックス大学に海外研修
昭和３９年8月
42年８月
43年8月
52年11月
５３年４月
５８年4月
５９年7月
第８回国際フラビンおよびフラビンタンパクシンポジウム
59年4月金沢大学大学院理学研究科化学担当
61年4月金沢大学大学院自然科学研究科担当
生命科学専攻分子生理講座
－４５－
金沢大学教育学部講師生物化学担当
国際協力事業団、ウガンダ共和国マケレレ大学理学部
拡充計画，基本調査団員としてマケレレ大学に出張
金沢大学教育学部講師生物化学担当
イタリア、コモに海外研修
Ｏ回国際フラビンおよびフラビンタンパクシンポジウム
６３年10月
平成１年7月
2年10月
2年７月
第１
金沢大学理学部教授
化学科主任
理学部角間新キャンパスヘ移転（化学科建設委員）
金沢大学教育学部講師生物化学担当
金沢大学教育学部講師生物化学担当
金沢大学教養部講師ハローケミストリー
広島大学工学部講師、発酵工学講座
名古屋大学工学部講師，工業化学科
金沢大学教育学部講師生物化学担当
金沢大学教養的科目総合科目講師
名古屋大学工学部講師工業化学科
金沢大学教育学部講師生物化学担当
金沢大学短期留学生プログラム講師
金沢大学教養的科目総合科目講師
金沢大学短期留学生プログラム講師
停年退官
金沢大学組み換えＤＮＡ実験安全委員会委員
金沢大学海外交流委員会委員
３年6月
４年4月
４年7月
４年10月
６年10月
６年4月
６年11月
７年10月
８年10月
９年10月
９年11月
10年10月
10年10月
10年10月
11年11月
12年3月
平成４年4月
石川県トライアルセンターイブニングスクール講師
金沢大学大学教育解放センター、大学公開講座講師
「化学の目でみる物質の世界」
金沢大学大学教育解放センター、大学公開講座講師
「科学風土記・加賀能登のサイエンス」
日本土木学会中部支部技術講座
「タンカー事故に伴う重油流出事故の教訓と課題」講師
平成５年１月
平成６年2月
平成９年1０月
平成９年9月
－４６－
平成９年10月北陸大学大学祭講演会講師
昭和３２年4月曰本生化学会会員(評議員）
43-50年曰本薬学会会員
50-51年曰本内分泌学会会員
５９年９月-61年8月曰本生化学会北陸支部幹事（事務担当）
（第３，４回支部大会を開催）
第60回曰本生化学会大会運営委員
第70回曰本生化学会大会運営委員
金沢市油汚染対策検討委員会委員
金沢大学曰本海海域研究所所員
昭和62年10月
平成９年10月
平成９年４月
平成９年～
－４７－
酵素の魅力に惹かれて
（板垣英治先生最終講義）
編集板垣英治
〃
〃
発行’板垣英治先生停年退官記念会
金沢大学理学部化学科内
〒９２０－１１ｏｚ
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ウガンダの切手(拡大）
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